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　市制施行80周年を迎え、心からお慶び申し上げます。
　今、日田市80年の歴史を顧みますと、戦後の混乱からの復興、産業・経済
の高度成長、道路・下水道など公共施設の充実、また市民福祉の向上などを
経て、平成の大合併、さらには未曽有の水害等々、波乱・激動の中を時には
非常な苦しみを味わい、時には洋々たる前途に心を躍らせながら、着実に前
進発展を続けてきました｡
　いにしえより、日田市は天領として、また、豊かな自然に恵まれた林業の
まち、水郷のまちとして栄え、今なお、昔ながらの風情や文化の薫りがそこ
かしこに色濃く残っております。
　この薫り高い文化・歴史と緑豊かな自然、さらにはそれぞれの時代を懸命
に生き抜いた先人の精神を重んじながら、世代から世代へと伝え育んでいか

なければなりません。
　市町村合併から15年が経過し、急激な少子高齢化の進展、高度情報化社会への対応、地球温暖化や感染症の拡大
など、地方自治体を取り巻く内外の社会経済環境がますます厳しさを増す中、市民が安心して暮らすことができる、
持続可能な社会づくりの取組みをいかに進めていくかが問われています。
　豊かな自然と、歴史・文化・産業などの個性を生かしたまちづくりをより一層推進していくことが、私たちに課せ
られた命題であり、今後も市民協働の理念のもと、活力に満ちた日田市の創造に向け邁進してまいります。
　結びに、日田市の限りない発展と、市民の皆様のご健勝をお祈りし、挨拶といたします。

日田市議会議長　石 橋 邦 彦

※日田市上空写真（㈱ノーベル提供）
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日田市長　原 田 啓 介

　市制施行から80年、今日に至る輝かしい市勢の発展は、多くの先人や市民
の皆様のたゆまぬ努力と情熱の賜物であり、そのご尽力に深甚なる敬意を表
しますとともに、心から感謝申し上げます。
　戦後、初の郷土出身市長として誕生した広瀬正雄第３代市長は、「文教と
林工と観光の都市」をまちづくりの方針に掲げ、その後、歴代市政におい
て、この目指すべき方針が着実に推進され、社会基盤の整備をはじめ、産業
の発展と振興、教育・文化や福祉・医療の充実が図られてきました。
　しかし、近年、我々を取り巻く情勢は、人口減少、地域経済の再生など、
多くの課題を抱えており、特に、少子高齢化・人口減少問題は、国及び地方
の活力の低下を招くとともに、社会保障制度の維持にも大きな影響を与える
ことなどから、解決すべき最重要課題となっています。
　また、近年、著しい環境の変化や異常気象によって、全国各地で自然災害による甚大な被害が相次いで発生する
中、本市においても、平成24年、29年の九州北部豪雨、さらには本年７月の豪雨によって大きな被害を受けたところ
であり、今後の災害に備えた防災対策も喫緊の課題となっています。
　こうした状況を踏まえ、これからも「市民協働のまちづくり」を基本に、災害からの復旧と復興を速やか、かつ、
着実に進めるとともに、情勢に応じた新たな施策を取り込み、未来を見据えた、持続可能な「日田市の創生」に取り
組んでまいります。
　今後とも、皆様の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸を祈念し、挨拶といたします。

市制80周年を迎えて
１特集　日田市 市制80周年記念

問総務課秘書係☎㉒８２００（市役所４階）

　昭和15年12月11日、日田町と三芳・高瀬・光岡・朝日・三花・西有田村の１町６か村が合併し、日
田市が誕生しました。
　あれから80年。今号では、これまでの日田市の足跡をたどる「80年のあゆみ」を紹介します。
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80th Aniversary 　
８
月　
第
七
代
市
長
に
大
石
昭
忠 

氏
就
任

８
年

　
５
月　
日
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
開
所

９
年

　
６
月　
㈱
九
州
コ
ク
ボ
操
業
開
始

10
年

　
４
月　
日
田
市
陸
上
競
技
場
利
用
開
始

11
年

　
11
月　
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
移
転
第
１
号

企
業
操
業
開
始

12
年

　
３
月　
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
新
九
州
工
場
操

業
開
始

　
９
月　
新
日
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

13
年

　
４
月　
隈
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
黎
明
館
」

 

開
館

14
年

　
４
月　
日
田
市
児
童
館
完
成

　
　
　
　
三
和
酒
類
㈱
日
田
蒸
留
所
竣
工

16
年

　
12
月　
豆
田
町
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定

17
年

　
３
月　
日
田
市
と
前
津
江
村
・
中
津
江
村
・

上
津
江
村
・
大
山
町
・
天
瀬
町
の
１

市
２
町
３
村
が
合
併
し
、
新
「
日
田

市
」
が
誕
生

18
年

　
４
月　
日
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン

タ
ー
稼
動

　
７
月　
日
田
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
㈱
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
操
業
開
始

　
　
　
　
長
福
寺
本
堂
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

19
年

　
８
月　
第
八
代
市
長
に
佐
藤
陽
一 

氏
就
任

　
10
月　
日
田
市
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
開
設

　
11
月　
地
底
博
物
館
鯛
生
金
山
が
近
代
化
産

業
遺
産
に
選
定

　
12
月　
日
田
市
民
文
化
会
館
「
パ
ト
リ
ア
日

田
」
開
館

21
年

　
５
月　
日
田
市
・
屋
久
島
町
が
友
好
交
流
協

定
締
結

　
12
月　
草
野
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

22
年

　
10
月　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
館

23
年

　
６
月　
九
州
ジ―

ジ
ー
シ
ー
㈱
日
田
工
場
操

業
開
始

　
８
月　
第
九
代
市
長
に
原
田
啓
介 

氏
就
任

24
年

　
５
月　
日
田
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
操
業

開
始　

　
７
月　
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生

25
年

　
３
月　
大
山
ダ
ム
竣
工

　
11
月　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
グ
リ
ー
ン

発
電
大
分
天
瀬
発
電
所
操
業
開
始

26
年

　
４
月　
日
田
市
自
治
基
本
条
例
施
行

　
　
　
　
日
田
市
議
会
基
本
条
例
制
定

27
年

　
４
月　
咸
宜
園
、
豆
田
町
が
日
本
遺
産
に
認
定

　
　
　
　
竹
田
浄
水
場
完
成

28
年

　
３
月　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
が
完
成

　
４
月　
竹
田
公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
平
成
28
年
熊
本
地
震
が
発
生

　
８
月　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
ア
オ
ー
ゼ
開
館

　
12
月　
日
田
祇
園
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録

29
年

　
７
月　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
が
発

生

30
年

　
８
月　
日
田
市
が
九
州
地
方
観
測
史
上
最
高

気
温
を
更
新
（
39
・
９
度
）

令
和

元
年

　
５
月　
日
田
駅
前
広
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
年

　
２
月　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

　
７
月　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
が
発
生

　
10
月　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
予
定
地
を
決
定

　
11
月　
大
山
ダ
ム
に
「
進
撃
の
巨
人
」
銅
像

が
完
成
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昭
和

15
年

　
12
月　
日
田
町
と
三
芳
・
高
瀬
・
光
岡
・
朝

日
・
三
花
・
西
有
田
村
の
１
町
６
か
村

が
合
併
し
、
日
田
市
が
誕
生

16
年

　
１
月　
市
議
会
議
員
選
挙
（
第
一
期
）

　
３
月　
初
代
市
長
に
首
藤
今
四
郎 

氏
就
任

　
５
月　
日
田
市
章
・
市
歌
を
制
定

20
年

　
３
月　
第
二
代
市
長
に
伊
東
政
喜 

氏
就
任

　
12
月　
第
三
代
市
長
に
広
瀬
正
雄 

氏
就
任

22
年

　
４
月　
国
民
学
校
は
小
学
校
と
な
り
、
４
中

学
校
（
東
・
西
・
南
・
北
部
）
発
足

　
９
月　
日
田
市
消
防
団
発
足

27
年

　
10
月　
第
四
代
市
長
に
岩
尾
精
一 

氏
就
任

　
12
月　
日
田
市
庁
舎
完
成

28
年

　
６
月　
日
田
市
空
前
の
大
水
害

30
年

　
３
月　
日
田
市
と
東
有
田
・
小
野
・
大
鶴
・

 

夜
明
・
五
和
村
の
１
市
５
か
村
が
合
併

35
年

　
12
月　
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
・
博
物
館
落
成

38
年

　
５
月　
日
田
市
民
会
館
竣
工

43
年

　
３
月　
日
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
10
月　
第
五
代
市
長
に
畑
英
次
郎 

氏
就
任

45
年

　
12
月　
日
田
市
民
憲
章
制
定

48
年

　
１
月　
市
の
花
に
「
ア
ヤ
メ
」
を
制
定

53
年

　
２
月　
日
田
市
中
央
公
民
館
（
文
化
セ
ン

タ
ー
）
竣
工

　
７
月　
石
井
工
業
団
地
完
成

54
年

　
８
月　
第
六
代
市
長
に
石
松
安
次 

氏
就
任

55
年

　
11
月　
市
の
鳥
に
「
セ
キ
レ
イ
（
い
し
た
た

き
）
」
、
市
の
花
木
に
「
さ
ざ
ん
か
」

を
制
定

56
年

　
４
月　
日
田
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
始
動

57
年

　
10
月　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
三
隈
川
工
場
操
業
開
始

　
11
月　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
完
成

58
年

　
11
月　
日
田
共
同
葬
斎
場
完
成

59
年

　
４
月　
日
田
駅
前
広
場
完
成

60
年

　
７
月　
小
野
川
自
然
プ
ー
ル
完
成

62
年

　
３
月　
日
田
市
上
野
浄
水
場
完
成

63
年

　
７
月　
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
開
館

　
　
　
　
天
領
日
田
資
料
館
開
館

平
成

元
年

　
６
月　
新
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
開
館

　
12
月　
日
田
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

２
年

　
９
月　
日
田
市
総
合
体
育
館
完
成

　
10
月　
済
生
会
日
田
病
院
開
院

３
年

　
１
月　
九
州
住
電
装
㈱
操
業
開
始

　
８
月　
日
田
市
新
庁
舎
完
成

　
９
月　
台
風
17
・
19
号
が
日
田
市
を
襲
撃

４
年

　
７
月　
小
野
民
芸
村
「
こ
と
と
い
の
里
」
開
村

７
年

　
５
月　
小
鹿
田
焼
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財

に
指
定

80
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
15
年
12
月
に
日
田
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、

今
日
ま
で
の
日
田
市
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
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80th Aniversary

 

表
彰
状

特
別
自
治
功
労

　
故
　
佐
藤
　
陽
一 

氏

　
石
松
　
雅
彰 

氏

　
穴
井
　
博
文 

氏

　
大
塚
　
勇
二 

氏

　
合
原 

多
賀
雄 

氏

　
杉
野
　
義
光 

氏

　
城
野
　
禮
子 

氏

　
井
上
　
明
夫 

氏

　
飯
田
　
茂
男 

氏

　
坂
本
　
盛
男 

氏

　
溝
口
　
千
壽 

氏

　
大
谷
　
敏
彰 

氏

産
業
功
労

（
農
業
の
振
興
、
林
業
の
振
興
）

　
梶
原
　
智
俊 

氏

　
長
　
哲
也 

氏

　
石
鞍
　
正
幸 

氏

　
清
瀧
　
毅 

氏

　
瀬
戸 

亨
一
郎 

氏

教
育
文
化
功
労

（
社
会
教
育
の
振
興
）

　
梶
原
　
京
子 

氏

　
梶
原
　
公
人 

氏

　
森
　
弘
子 

氏

厚
生
環
境
功
労

（
民
生
の
安
定
に
貢
献
）

　
森
光
　
末
廣 

氏

　
佐
藤
　
重
利 

氏

　
古
賀
　
正
夫 

氏

　
津
山
　
明
照 

氏

　
淺
海
　
　
子 

氏

　
横
尾
　
文
子 

氏

　
綾
垣
　
隆
子 

氏

　
石
原 

け
い
こ 

氏

　
和
田 

万
砂
子 

氏

　
赤
星
　
美
枝 

氏

　
髙
橋
　
幸
一 

氏

　
髙
瀬 

ひ
と
み 

氏

　
樋
口
　
訓
子 

氏

　
春
武
　
淑
子 

氏

　
後
藤
　
伸
子 

氏

　
石
井 

美
知
惠 

氏

　
永
瀬
　
俊
夫 

氏

　
小
野 

千
枝
子 

氏

　
矢
野
　
智
子 

氏

　
栗
山
　
康
雄 

氏

　
野
木
　
敏
子 

氏

　
堀
　
直
緒
美 

氏

　
溝
口
　
純
子 

氏

　
野
鶴 

康
比
古 

氏

　
森
山 

ア
イ
コ 

氏

　
森
山
　
眞
弓 

氏

　
新
川 

ヤ
ス
子 

氏

　
梶
原
　
洋
子 

氏

　
石
川 

由
美
子 

氏

消
防
防
災
功
労

（
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
）

　
坂
本
　
章 

氏

　
中
島
　
哲
男 

氏

　
江
田
　
賴
光 

氏

　
髙
倉
　
稔 

氏

　
嶋
﨑
　
誠
二 

氏

　
矢
野
　
則
行 

氏

　
石
井
　
吉
人 

氏

　
江
藤
　
陽
一 

氏

　
河
津
　
智
徳 

氏

　
石
川
　
元
和 

氏

　
井
上
　
友
幸 

氏

　
河
津
　
健
二 

氏

　
田
代
　
信
二 

氏

　
森
山
　
敏
治 

氏

　
永
瀨
　
英
治 

氏

 

感
謝
状

市
議
会
議
員
10
年
以
上

　
森
山
　
保
人 

氏

　
松
野
　
勝
美 

氏

行
政
委
員
等
10
年
以
上

（
教
育
委
員
会
委
員
、
農
業
委
員
会

委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
統
計

調
査
員
、
行
政
相
談
委
員
）

　
永
山
　
真
江 

氏

　
石
井
　
照
久 

氏

　
梶
　
伸
廣 

氏

　
浦
塚
　
正
樹 

氏

　
平
野
　
吉
秋 

氏

　
佐
藤
　
淳 

氏

　
穴
井
　
忠
雄 

氏

　
梶
𠩤
　
久
實 

氏

　
赤
星
　
文
子 

氏

　
中
村
　
剛
敏 

氏

　
梅
木
　
賴
子 

氏

　
井
本 

満
喜
子 

氏

　
木
村
　
惠
子 

氏

　
坂
本
　
妙
子 

氏

　
浅
木 

智
惠
子 

氏

　
諌
山
　
昇 

氏

　
森
　
克
男 

氏

　
荏
隈
　
𠮷
則 

氏

　
井
上 

太
香
美 

氏

　
矢
幡
　
和
子 

氏

　
矢
羽
田 

哲
雄 

氏

　
壁
村
　
正
二 

氏

自
治
会
長
10
年
以
上

　
島
田
　
幸
一 

氏

　
熊
谷 

洋
一
郎 

氏

　
梶
原
　
善
人 

氏

　
田
中
　
一
隆 

氏

　
安
元 

源
之
介 

氏

　
伊
藤
　
勝
利 

氏

　
故
　
豊
福
　
英
憲 

氏

　
林
　
義
孝 

氏

　
坂
本
　
韶
敏 

氏

　
齊
藤
　
文
哉 

氏

　
木
下 

弘
一
郎 

氏

　
中
尾
　
奬 

氏

　
池
田
　
具
美 

氏

　
髙
瀬
　
博 

氏

　
木
下 

昭
十
郎 

氏

　
髙
瀬
　
秋
𠮷 

氏

日
田
市 

市
制
80
周
年
記
念
表
彰

　
諌
元
　
莫 

氏

　
中
島
　
正
義 

氏

　
川
津
　
三
郎 

氏

　
左
原
　
貢 

氏

　
故
　
松
本
　
輝
國 

氏

　
井
上
　
營
吉 
氏

　
和
合
　
晴
彦 
氏

　
佐
　
　
成
男 

氏

　
大
内
　
啓
康 

氏

　
森
山
　
利
秋 

氏

　
齊
藤
　
義
孝 

氏

　
江
藤
　
美
利 

氏

地
域
社
会
寄
与

（
交
通
指
導
員
、
少
年
警
察
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
人
権
研
修
講
師
、
農
業

の
振
興
）

　
田
中
　
行
雄 

氏

　
星
野
　
隆
好 

氏

　
佐
藤
　
清
司 

氏

　
森
　
登 

氏

　
相
良
　
健
二 

氏

　
髙
瀬
　
隆
昌 

氏

　
伊
藤
　
泰
子 

氏

　
小
野
　
忠
士 

氏

　
橋
本
　
成
人 

氏

　
故
　
美
野
　
力 

氏

　
故
　
冷
川
　
睦
男 

氏

市
政
功
労
団
体

（
産
業
振
興
に
貢
献
、
民
生
の
安
定

に
貢
献
）

　
日
田
地
域
技
能
士
会

　
日
田
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
7 広報ひた　2020. 12. 15

日
田
市 

市
制
80
周
年
記
念
式
典

　
日
田
市
は
、
今
年
市
制
80
周
年
を
迎
え
、
11
月
29
日
に
「
日
田
市 

市
制
80
周
年
記

念
式
典
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
毎
年
文
化
の
日
に
表
彰
し
て
い
る
市
政
功
労
者
表
彰
の
ほ
か
、
市
制
80

周
年
記
念
表
彰
、
市
制
80
周
年
記
念
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（昭和16年５月５日制定）
水郷日田のシンボルである清流三隈川
を円内に図案化し、日田の文字を円型
をもって組み合わせて表しています。

市章

ともにつくる
　 一人ひとりが主役の ひた

記念式典の様子は
市ホームページを
ご覧ください▼
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令和２年　秋の受章者

令和２年秋の叙勲 令和２年秋の褒章
瑞宝単光章
消防功労

髙木 望さん
　元 日田市消防団副団長

瑞宝単光章
消防功労

藤原秀樹さん
　元 日田市消防団副団長

瑞宝双光章
防衛功労

穴井正典さん
　元 ３等陸佐

黄綬褒章
業務精励（建設業）

原田安泰さん
　元 ㈱原田土木代表取締役

瑞宝双光章
防衛功労

勝河昭典さん
　元 ２等空佐

社会福祉保健功労

膳所和彦さん
　日田市医師会会長

商工観光労働功労

瀬戸亨一郎さん
　日田商工会議所副会頭

農林水産功労

小山一善さん
　須ノ原土地改良区理事長

農林水産功労

中島哲男さん
　農業（すいか、白菜）

教育スポーツ功労

桑野桂一郎さん
　大分県ボート協会理事長

土木建設功労

藤原秀樹さん
　元　(公社)大分県建築士会
　　 副会長

生活環境衛生功労

三隅勝祥さん
　大分県鮨商生活衛生同業組合
　副理事長

令和２年大分県功労者
地方自治功労

安部敏朗さん
　元 日田市選挙管理委員会
　　 委員長

自治会等地縁による団体功労

井上營吉さん
　日田市自治会連合会会長

令和２年度総務大臣表彰

危険業務従事者叙勲

令和２年度日田市政功労者

令和２年　秋の受章者

受章者の皆さん
おめでとうございます

市政の振興に貢献

髙瀬 剛さん
　元 日田市議会副議長

市政の振興に貢献

武内文子さん
　統計調査員

民生の安定に貢献

飯田富佐子さん
　日田市民生委員児童委員
　協議会会長

農業の振興に貢献

渡邉晃子さん
　元 おおいた農村女性起業
　　 活動運営協議会会長

社会事業に貢献

大庭清見さん
　日田地区少年警察
　ボランティア協会副会長

社会事業に貢献

江嶋 康さん
　大分県交通安全協会
　日田支部副支部長

林業の振興に貢献

高村 忠さん
　元 大分県樹苗生産農協
　　 協同組合副組合長

文化の振興に貢献

奥森修二さん
　博物館協議会副委員長

災害の復旧・復興に貢献（団体）

大分県建設業協会
日田支部
　代表：支部長 河津龍治さん

※団体は代表者のみ掲載しています。

教育の振興に貢献

中村健司さん
　元 学校歯科医

災害の復旧・復興に貢献（団体）

ボランティアネット
ワーク「チーム大分」
　代表：梅山忠信さん
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●市役所会計年度任用職員を募集します！

●「心の相談員」を募集　―令和３年度 問題を抱える子ども等の自立支援事業―

▼募集対象
・原則、認定臨床心理士、教育職員免許法に基づく教
員免許を有する人
・普通自動車運転免許を有する人
※心理士、教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間　
　令和３年４月８日㈭～令和４年３月25日㈮（予定）

▼勤務時間　１日６時間前後
※学校の状況に応じた運用を行うため、勤務の形態は派遣校
によって異なります。　

　不登校児童生徒を支援するために、校長の指導のもと、別室で学習する児童生徒の支援を行ったり、児童生徒や保
護者と面談の上、家庭を訪問し支援を行ったりする「心の相談員」を募集します。
※現在６人が心の相談員として働いています。

問教育センター☎㉒１０１９（市役所別館１階）

▼申込方法 
　履歴書（写真貼付）及び教員免許等の写し（所有す
る人）を教育センター（市役所別館１階）に持参

▼申込期限　令和３年１月15日㈮
※申込受付後、令和３年２月に面接を実施し３月末までに結
果を連絡します。
※詳細は下記にお問い合わせください。

●日田市職員採用試験（追加募集）

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

　令和２年度日田市職員採用試験（追加募集）を実施します。受験資格等詳細は市ホームページ、
又は右記二次元コードからご確認ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響によって、試験会場などが変更になる場合があります。

▼１次試験日
【市役所での受験者】　　　
　令和３年１月17日㈰
【テストセンターでの受験者】
　令和３年１月13日㈬～18日㈪

▼受付締切日　　　令和３年１月５日㈫

▼１次試験内容
　総合適性検査（基礎能力・性格検査）を受験

▼申込方法
　電子申請（原則、申込みはインターネットで受付）

※電子申請ができない特段の事情がある場合は、下記にお
問い合わせください。

▼採用予定時期　　令和３年４月１日㈭

▼募集職種

▼申込方法　必要書類を総務課職員係（市役所４階）に提出（受付は平日の午後１時～５時まで）
※書類提出時に面接を行います。（事前に連絡の必要はありません）

▼応募期間　12月18日㈮～令和３年１月15日㈮
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●年末年始の業務案内

【年末の税金・水道料金の収納業務】
■とき
　12月29日㈫・30日㈬　午前９時～午後３時
※水道の開閉栓の業務は行いません。
※各振興局・振興センター、出張所では対応していません。

問税務課納税係☎㉒８２０５（市役所１階）
　上下水道局料金センター☎㉒８２２０（市役所５階）

【年末年始の戸籍の届出】
■死亡届　午前８時30分～午後５時
　火葬許可証等の交付が必要です。上記時間中に市役
所警備室又は各振興局に届出をしてください。
■出生、婚姻等の届出
・午前８時30分～午後５時　
　市役所警備室又は各振興局の日直が届出をお預かり
します。
・午後５時～翌朝の午前８時30分
　市役所…警備室で届書をお預かりします。
　各振興局…玄関付近に受付箱を設置していますので
注意事項を確認の上、投かんしてください。

※各振興センター及び各出張所では、受付できません。
※戸籍の届出内容が反映されるまで数日かかります。

【清掃センター年末特別開設日】
　大掃除等で出たごみの受入れを行います(有料）。
■日曜・年末開設日　
12月27日㈰～30日㈬
午前８時30分～午後４時
（正午～午後１時までは昼休み）
■対象　家庭及び事業系一般廃棄物
※持ち込みの際はマスクの着用をお願いします。
※特別開設日は非常に混雑し、待ち時間が長くなることもあ
るため、特別開設日を避けて持込みを行うか、通常のごみ
収集をご利用ください。
※ごみは分別してお持ちください。
※12月31日㈭～令和３年１月３日㈰までは受入れできませ
ん。

問清掃センター☎㉓０１１１

閉庁日・休業日・休館日
【市役所、各振興局・振興センター】
■閉庁日　12月29日㈫～令和３年１月３日㈰
【葬斎場】
■休業日　令和３年１月１日㈷
※休業日は火葬、告別室（葬儀）、霊安室の利用ができませ
ん。
【博物館】
■休館日　12月28日㈪～令和３年１月４日㈪
業務案内　
【各種証明書の交付】
閉庁期間中に住民票、印鑑証明、納税証明、所得証明
が必要な人は、12月28日㈪午後５時までに市役所又は
各振興局に電話で予約してください。予約した各種証
明書は、閉庁期間中の午前８時30分から午後５時まで
に市役所警備室（北側玄関入口）又は各振興局で日直
がお渡しします。
※戸籍全部事項証明（戸籍謄本）、戸籍個人事項証明（戸籍
抄本）等の交付、転入・転出等の住民異動届、旅券（パス
ポート）の申請・受取は閉庁期間中の取扱いができません。

※各振興センター及び各出張所では、交付できません。
※コンビニ交付サービスは12月29日㈫～令和３年１月３日㈰
の期間は終日全ての証明書が発行できません。

問日田市役所☎㉓３１１１　市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）
　税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）　博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）
　天瀬振興局☎57３１０１　　大山振興局☎52３１０１　前津江振興局☎53２１１１
　中津江振興局☎54３１１１　上津江振興局☎55２０１１　
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令
和
２
年
度
実
績
報
告

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受

け
て
、
水
目
町
自
治
会
が
公
民
館
備
品
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
こ
の
他
に
も
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
道
路
や
橋
、
社
会
福
祉
施
設
、
医
療

機
関
等
に
も
使
わ
れ
、
「
明
る
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

参
加
者
募
集

■
と
き　
令
和
３
年
１
月
28
日
㈭
〜
４
月

27
日
㈫
の
期
間
中
26
日
間
（
週
３
日
程

度
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所　
虹

の
家
２
階
講
座
室

■
対
象　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
受
講
料　

・
７
７
０
０
０
円
（
実
習
費
、
雑
費
込
み
）

・
テ
キ
ス
ト
代　
７
１
２
４
円

■
定
員　
10
人

※
申
込
書
は
虹
の
家
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
事
業
所　
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

羽
田
の
ひ
か
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

今
年
も
羽
田
多
目
的
交
流
館
で
「
羽
田
の

ひ
か
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
見
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　
１
月
10
日
㈰
ま
で

　
点
灯
時
間
：
午
後
５
時
〜
10
時

■
と
こ
ろ　
羽
田
多
目
的
交
流
館
（
日
田

市
大
字
羽
田
２
４
６
３
番
地
１
）

■
内
容　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か

に
、
食
事
提
供
グ
ル
ー
プ
「
せ
ん
だ

ん
」
に
よ
る
食
事
（
親
子
丼
、
カ

レ
ー
、
だ
ん
ご
汁
等
）
の
販
売
を
下
記

の
日
程
で
行
い
ま
す
（
各
５
０
０
円
）

・
実
施
日　
12
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　
午
後
５
時
〜
８
時

問
羽
田
多
目
的
交
流
館
☎
㉔
８
４
２
１

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
活
動
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

　
県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　
12
月
27
日
㈰
、
１
月
10
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
ア
オ
ー
ゼ
２
階　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
右
記

二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

「
書
き
初
め
」
で

世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の
人
た
ち
と

書
き
初
め
を
し
た
り
、
お
正
月
の
遊
び
を

し
た
り
し
て
交
流
し
ま
す
。

■
と
き

　
１
月
10
日
㈰　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階　
体
験
学
習
室
２

■
参
加
費　
無
料

■
募
集
定
員　
12
人

※
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
１
月
８
日
㈮

■
申
込
先　
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
崎
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
３
‐
２
９
７
２

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
）

日
田
市
特
別
支
援
教
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

補
助
職
員
の
募
集

発
達
障
が
い
等
に
よ
っ
て
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
小
・
中
学
生
に
対
し
、

教
育
的
支
援
を
行
う
補
助
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
補
助
内
容　
校
長
や
担
任
の
指
導
の
も

と
、
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
や
日

常
生
活
の
補
助
等
を
行
い
ま
す

■
募
集
対
象　
原
則
、
教
育
職
員
免
許
法

に
基
づ
く
教
員
免
許
を
有
す
る
人

※
教
員
免
許
を
有
し
な
い
人
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
募
集
数　
若
干
名

■
任
用
期
間　
令
和
３
年
４
月
７
日
㈬
〜

令
和
４
年
３
月
25
日
㈮
（
予
定
）

■
勤
務
場
所　

日
田
市
内
の
小
・
中
学

校
（
勤
務
校
は
面
接
後
決
定
）

■
勤
務
時
間　
１
日
６
時
間
前
後

※
学
校
の
状
況
に
応
じ
た
運
用
を
行
う
た
め
、
勤

務
の
形
態
は
配
置
校
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

及
び
教
員
免
許
の
写
し
（
所
有
す
る

人
）
を
直
接
、
学
校
教
育
課
（
市
役

所
別
館
２
階
）
に
持
参

■
申
込
期
限　
令
和
3
年
１
月
８
日
㈮

　
午
後
５
時

※
申
込
受
付
後
、
令
和
３
年
１
〜
２
月
に
面

接
を
実
施
し
３
月
末
ま
で
に
結
果
を
連
絡

し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

令
和
２
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き　
令
和
３
年
３
月
７
日
㈰

■
と
こ
ろ　
大
分
高
等
学
校
（
大
分
市
）

■
試
験
種
類　
乙
種
第
４
類

■
願
書
の
配
布
先　
日
田
消
防
署

■
願
書
受
付
期
間

・
電
子
申
請　

　
令
和
３
年
１
月
２
日
㈯
〜
１
月
12
日
㈫

・
書
面
申
請

　
令
和
３
年
１
月
５
日
㈫
〜
１
月
15
日
㈮

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係

　
☎
㉔
２
２
０
４

タ
ウ
ン
情
報

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

水
郷
テ
レ
ビ
使
用
料
の
減
免
制
度

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
、
水
郷
テ

レ
ビ
使
用
料
の
減
免
申
請
の
提
出
を
お
忘

れ
の
人
は
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象　
水
郷
テ
レ
ビ
加
入
者
で
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
家
屋
等
の
被

災
、
又
は
被
害
が
な
く
と
も
長
期
の
避

難
指
示
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的

に
利
用
で
き
な
か
っ
た
世
帯
等

■
必
要
書
類

　
被
災
状
況
が
分
か
る
写
真
、
又
は
り
災

証
明
書
の
写
し
（
コ
ピ
ー
）

※
り
災
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
日
田
市
情
報
セ

ン
タ
ー
で
利
用
停
止
の
確
認
が
取
れ
て
い
る

世
帯
は
不
要
で
す
。

■
申
請
先　

情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ

係
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

■
申
請
期
限　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

問
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
！

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

日
本
の
食
品
ロ
ス
は
、
年
間
約
６
１
２
万

ト
ン
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
一
日
あ
た

り
茶
碗
一
杯
分
の
ご
飯
を
捨
て
て
い
る
量

に
相
当
し
ま
す
。

【
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
の
順
位
】

１
位　
食
べ
残
し

食
卓
に
の
ぼ
っ
た
食
品
で
食
べ
き
れ
ず

に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
←

料
理
を
作
り
す
ぎ
ず
、
お
皿
に
盛
り
す

ぎ
ず
、
適
量
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

２
位　
手
つ
か
ず
食
品

賞
味
期
限
切
れ
等
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

ず
、手
つ
か
ず
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
←

買
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
を
確
認
す
る
な

ど
、
食
品
の
在
庫
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い

重
複
買
い
な
ど
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
位　
調
理
く
ず

大
き
く
切
り
取
ら
れ
た
野
菜
の
へ
た
な

ど
、
不
可
食
部
分
を
除
去
す
る
際
に
過

剰
に
除
去
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
←

皮
を
薄
く
む
く
な
ど
、
食
べ
ら
れ
る
部

分
を
大
切
に
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

日
田
駅
地
下
道
の
通
行
規
制

現
在
、
日
田
駅
地
下
道
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
左
記
の
と
お

り
地
下
道
の
通
行
を
規
制
し
ま
す
。

地
下
道
を
利
用
し
て
い
る
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
規
制
内
容　
全
面
通
行
止
め
（
終
日
）

■
規
制
期
間

　
12
月
14
日
㈪
〜
令
和
３
年
１
月
20
日
㈬

※
年
末
年
始
（
12
月
30
日
〜
令
和
３
年
１
月
４

日
）
は
仮
設
で
通
行
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

県
産
木
材
を
使
用
し
た

住
宅
の
新
築
を
支
援

■
対
象　
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

新
築
戸
建
住
宅

■
申
請
者　
建
築
主

■
条
件　

・
県
産
木
材
を
10
㎥
以
上
使
用
す
る
こ
と

・
県
内
に
本
社
や
営
業
所
等
を
有
す
る
業

者
が
施
工
す
る
こ
と

・
令
和
２
年
６
月
３
日
以
降
に
工
事
契
約

し
、
令
和
３
年
２
月
15
日
ま
で
に
棟
上

げ
完
了
の
住
宅

※

そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
支
援
内
容

　
県
産
木
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
、
県
産

家
具
や
県
産
農
林
水
産
品
と
交
換
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

※
上
限
50
万
ポ
イ
ン
ト
（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
）

■
問
合
せ
・
申
請
先

　
大
分
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
５
１

■
申
請
期
限　
令
和
３
年
２
月
15
日
㈪

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
・

オ
フ
ィ
ス
等
の
改
修
等
を
支
援

　
■
対
象　
県
内
に
所
在
す
る
住
宅
・
オ

フ
ィ
ス　
等

■
申
請
者　
県
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所

等
を
有
す
る
工
務
店　
等

■
条
件　

・
県
産
木
材
を
使
用
す
る
改
修
等
の
工
事

で
あ
る
こ
と

・
令
和
２
年
９
月
29
日
以
降
に
工
事
契
約

し
、
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
工
事

が
完
了
す
る
物
件

※

そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
支
援
内
容

　
県
産
木
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
一
定
額

を
補
助
（
上
限
39
万
円
）

■
問
合
せ
・
申
請
先

　
大
分
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
５
１

■
申
請
期
限　

　
令
和
３
年
２
月
19
日
㈮

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

畜
産
堆
肥
の
施
用
に
対
す
る

補
助
制
度

集
落
営
農
組
織
や
地
域
の
団
体
等
が
市
内

で
生
産
さ
れ
た
畜
産
堆
肥
を
施
用
す
る
場

合
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

29
年
・
平
成
30
年
の
豪
雨
災
害
等
で
被
災

し
、
国
庫
事
業
を
活
用
し
復
旧
し
た
農
地

に
つ
い
て
も
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
額

①
通
常
の
畜
産
堆
肥
施
用
補
助

　
１
ト
ン
当
た
り
１
０
０
０
円
（
上
限
）

※

１
ト
ン
当
た
り
２
千
円
以
上
の
堆
肥
が
対
象

で
す
。
２
戸
以
上
の
団
体
で
の
申
請
と
な
り

ま
す
。

②
災
害
復
旧
に
よ
る
畜
産
堆
肥
施
用
の
補
助

１
ト
ン
当
た
り
１
５
０
０
円
（
上
限
）

※

個
人
で
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類　
散
布
前
、
散
布
中
、
散
布

後
の
写
真

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）
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健康いちばん

　インフルエンザは、予防接種によって発症や重症化をある程度予防することができます。新型コロナウイルス感染症
の再流行と重なることが予測されるので、今年はより一層感染予防をしましょう。

インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の違い

感染経路はどちらも同じで、

飛沫感染と接触感染
の２種類があります。

新型コロナウイルス感染症の第３波に備えるために

今年は特にインフルエンザ対策を！

気をつける４つのこと

１月の健康掲示板

母子健康手帳の交付
８日㈮・15日㈮・29日㈮
９:00～16:00　ウェルピア
※上記交付日以外、又は各振興局での交付を希望する人
は、健康保険課にお申し込みください。

栄養相談の日
管理栄養士に栄養や食事に関することを相談できます。
７日㈭　13:00～15:00　ウェルピア
※希望する人は、前日までに健康保険課にご予約ください。

乳幼児の健診
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、集団で行う乳幼児健康診査を見合わせていましたが、１歳６か月児健
診・３歳児健診を少人数で実施します。日程等の詳細については対象者に郵送でお知らせします。

人との距離をとる
・人ごみを避け、人との距離を一定にとる（１～
２m以上）
・密閉、密集、密接の「３密」を避ける

マスクをつける
・咳やくしゃみをするときはマスク等で口や鼻を覆
う「咳エチケット」を実施

手を洗う
・石けんで10秒もみ洗いしたあと、流水で15秒間
すすぐ（２回繰り返すとさらに効果的）
・食事前後にこまめな手洗いをする。外出後は手
だけでなく顔も洗う

生活習慣の改善
・バランスの良い食生活や適度な運動、歯みがき
で口の清潔を保つ、十分な睡眠をとるなど規則
正しい生活で体の抵抗力を高める

かかったら周囲にうつさない対策を！
インフルエンザの感染力は強く、周囲に感染を広げる
可能性があります。感染した場合は以下の対策を行い
ましょう。
□家族(特に高齢者や持病がある人)への感染を避ける
ため、別室で過ごす。 
□感染者を含め、家族全員がマスクを
　する。 
□看病する人をなるべく１人に決め、
　看病後は必ず手を洗う。
□定期的に部屋の換気、水分補給をす
　る。

１

２

３

４ 新型コロナウイルス感染症予防のた
めに徹底してほしいことを市ホーム
ページに掲載しています。右記二次
元コードからご確認ください。

日 当番医 所在地 電話番号

１月の夜間当番医
（診療時間：午後７時～10時）

金

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

２ １

２

３

10

11

17

24

31

土
淡窓２丁目
田島本町
田島１丁目
本町
中央１丁目
南元町
清岸寺町
清岸寺町
三本松２丁目
淡窓２丁目
南元町
本町
田島本町
田島２丁目
大宮町
天神町

豆田町
隈２丁目
三本松２丁目
三本松２丁目
元町
若宮町
新治町
豆田町

大山町西大山
東町
玖珠郡玖珠町
大山町西大山
本町
上城内町
三本松２丁目
中央１丁目

岩尾病院
井上内科
佐藤内科医院
膳所医院
下飛田小児科
若宮病院
こじかこどもクリニック
福田医院
児玉医院
麻生小児科医院
若宮病院
膳所医院
井上内科
新関内科医院
福田内科クリニック
日野内科

秋吉病院
大河原病院
原病院
原病院
城谷病院
五反田病院
堀田クリニック
秋吉病院

荒木歯科医院
後藤歯科医院
たしろ歯科医院
北山歯科医院
村山歯科医院
※林歯科医院
髙木歯科医院
せさき歯科医院

１月の日曜・祝日当番医
（診療時間：午前９時～午後５時）

　救急病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診によって、救急病院の業務に支障
を来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上
記の「当番医」で受診しましょう。

■救急病院
　日田中央病院（淡窓２丁目）　　　☎㉓３１８１
　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　☎㉒１６００
　済生会日田病院（清水町）　　　　☎㉔１１００
　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）☎㉔６２７０

■大分県こども救急電話相談
　☎０９７-５０３-８８２２又は＃８０００
■こどもの救急ホームページ
　社団法人日本小児科学会　http://kodomo-qq.jp

救急病院

問健康保険課☎㉔３０００（ウェルピア内）　大分県西部保健所☎㉓３１３３

淡窓２丁目
田島１丁目
本町
中央１丁目
中央１丁目
清水町
南元町
大宮町
天神町
田島本町
清岸寺町
三本松２丁目
清岸寺町
中央１丁目
田島２丁目
隈１丁目
淡窓２丁目
南元町
田島１丁目
清水町
淡窓２丁目
中央１丁目
天神町
中央１丁目
田島本町
清岸寺町
本町
淡窓２丁目
清岸寺町
三本松２丁目
隈１丁目
大宮町

22-6161
22-1170
22-3292
24-1148
24-4155
27-5050
22-7171
25-5188
23-6009
22-4700
28-8771
24-6572
22-1648
24-1148
24-3355
22-0033
22-6161
22-7171
22-1170
27-5050
24-2323
24-1148
23-6009
24-4155
22-4700
28-8771
22-3292
22-6161
22-1648
24-6572
22-0033
25-5188

岩尾病院
佐藤内科医院
膳所医院
下飛田小児科
松浦クリニック
聖陵花月クリニック
若宮病院
福田内科クリニック
日野内科
井上内科
こじかこどもクリニック
児玉医院
福田医院
下飛田小児科
新関内科医院
隈診療所
岩尾病院
若宮病院
佐藤内科医院
聖陵花月クリニック
麻生小児科医院
下飛田小児科
日野内科
松浦クリニック
井上内科
こじかこどもクリニック
膳所医院
岩尾病院
福田医院
児玉医院
隈診療所
福田内科クリニック

　変更することがありますので、医療機関には事前に電話で確認してください。又は市役所☎㉓３１１１、
夜間・休日当番医案内☎㉓００９９（午後５時以降音声テープ対応）へお問い合わせください。

●医療機関には事前に電話で確認を！

１
２
３
10
11
17
24
31

１
２
３
10
11
17
24
31

日 当番医 所在地 電話番号
内　科（急患に限ります。往診はしません）

外　科（急患に限ります。往診はしません）

歯　科（来院前に電話が必要です。※ 印は午前９時～正午）

※玖珠郡の市外局番は「０９７３」です。

※

22-6161
22-4700
22-1170
22-3292
24-1148
22-7171
28-8771
22-1648
24-6572
24-2323
22-7171
22-3292
22-4700
24-3355
25-5188
23-6009

23-0808
22-3131
22-7151
22-7151
23-6115
23-8386
22-2662
23-0808

52-2022
22-0002
72-3838
52-3553
22-3303
24-6690
22-2317
23-6481
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